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研究要旨：本研究では、AYA 世代の患者に適切な情報とセルフケアのスキルを提供可能と

する ICT を駆使した新しい多職種支援モデルを開発する。そのために以下の 3 つの支援要

素と新たな臨床試験システムを開発した。1. AYA 世代の患者に頻度の高い苦痛をスマート

フォン(以下、スマフォ)上でスクリーニングし、その結果に基づく適切なセルフケア情報

提供を可能とするサービスの構築、2. スマフォを用いた問題解決療法の開発、3. SNS を

用いた多職種支援サービスの提供体制構築を行い、これらを統合した多職種サービスの実

施可能性と予備的有用性を検証することを目的とした。前年度までに、国立がん研究セン

ターおよび厚労科研・堀部班で開発され、多施設で実施可能性が示されたスクリーニング

シートを ePRO として実装し、スマフォを用いた患者報告アウトカムの構築実績のある業

者に依頼して仕組みを構築した。本年度は、スマフォを用いた支援ツールを用いて、支援

法の実施可能性と予備的有用性を検討するために臨床試験を開始した。 
 
Ａ．研究目的 

15-39 歳の思春期・若年がん患者（AYA）

は、毎年約 2 万人が罹患し、多様ながん種

を含む。アイデンティティの確立、就労、結

婚など重要なライフステージにがんを経験

することは、身体-心理社会-スピリチュア

ルなあらゆる側面に深刻な危機をもたらす。

AYA 世代の死因第一位は自死であり、適切

な情報提供およびケアが重要である。また、

AYA 世代はうつ病罹患リスクが最も高いこ

とが報告されているが、効果的な心理社会

的介入は存在しない。以上より、AYA 世代

には良質な治療に加えて多職種支援が望ま

れる一方、相談支援や医療提供体制の集約

化に課題がある。AYA 世代は、インターネ

ットなどに高い親和性を有しており、スマ
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ートフォン（スマフォ）を用いた支援法が開

発されれば、適切かつ正確な情報に加え多

職種支援を迅速に届けることを通して、が

んに罹患しても生活の質を維持・向上する

ことが可能となる。 

 本研究の目的は、AYA 世代の患者に頻度

の高いアンメットニーズおよび苦痛をスク

リーニングする仕組みをスマフォ上に

ePRO として実装し、スクリーニング結果

に基づく適切なセルフケア情報提供を可能

とするサービスをホームページ上で構築す

ることである。 
 
Ｂ．研究方法 
AYA 世代（15-39 歳）のがん患者を対象に、

国立がん研究センターおよび厚労科研・堀

部班でAYA世代がん患者を対象に開発した

苦痛のスクリーニングシートを ePRO とし

てスマフォ上に搭載し、その結果に基づく

セルフケア情報の提供およびホームページ

を通した妊孕性を含めた医療情報の集約・

提供可能なシステムを構築した。 
 
Ｃ．研究結果 
国立がん研究センターおよび厚労科研・堀

部班で開発され、多施設で実施可能性が示

されたスクリーニングシートについて、ス

マフォを用いた患者報告アウトカムの構築

実績のある業者に依頼し、ePRO として仕

組みを構築した。現在、本システムを用いて

支援法の実施可能性と予備的有用性を検討

するために臨床試験を実施中である。 

 
Ｄ．考察 
AYA 世代の患者に頻度の高い苦痛をスマフ

ォ上でスクリーニングする ePRO の仕組み

が構築された。項目の内容については、引き

続き研究グループで検討を重ねて最適化し

ていく必要がある。 
 
Ｅ．結論 
多施設で実施可能性が示されたスクリーニ

ングシートを ePRO として実装した。本年

度は、実装されたスクリーニングの ePRO
と、ホームページ上に構築されたセルフケ

ア情報提供を可能とするサービス情報を統

合してスマフォを用いた支援ツールを開発

し、臨床試験を開始した。 
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